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1993 年 10 月に社会情報学部は創設され，今年(2013 年)で 20 周年を迎える。群馬大学は戦後の発足
とともに教育学部・医学部・工学部の３学部のままできたが，文系の社会情報学部の創設によって群
馬県内で唯一の総合大学の位置を占めることになった。 


















は 200万台であったが，5年後の 98年には 4731万台と20倍に増加し，21世紀に入り 1億台を超えた。





本学部の創立以降，1994 年にインターネットが日本に本格上陸し，95 年に Windows 95，デジタル
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さらに，1990 年代以降の新自由主義は，日本の社会に大きな影響を与えた。1990 年代からの 20 年
は「失われた二〇年」とよく言われる。教育学部の山田博文教授によると，この 20 年で終身雇用と年
功序列賃金が解体し，非正規労働者数は 1986 年 673 万人から 2009 年には 1721 万人に増大し，労働人
口の三分一を占めるようになった。一日 8 時間・週五日間働いても年収 140 万円台で，生活保護基準












年 7 月 21 日 日記）と喝破し，「真の文明は 山を荒さず 川を荒さず 村を破らず 人を殺さざる











































































































































































大防波堤を構想し，約 2m の旧堤防の背後に，大津波に耐える高さ 5m，延長１km の大防波堤を造ろ
うとした。数年にわたる建設事業により，村民の仕事と生活を保障し，従事した人数は日に 400～500
人，延べ 5 万 6 千人に達した。農地を堤防造成用地に転換し，重い年貢を負担軽減した。堤防は被災
の翌年から着工され，4 年後の 1858 年（安政 5）にひとまず完工した。高さ 5m，幅 20m，長さ 600m
の大堤防である。堤防補強のために，外面堤脚に数千株の松樹を栽え，堤内堤上に数百株の櫨樹を栽
えた。 
























ット依存の中高生が 52 万人いるというアンケート結果が出ている30。依存の割合は，女子 10%，男子























2 佐藤卓己『メディア社会』（岩波新書，2006 年） 
3 『福沢諭吉全集 第 5 巻』（岩波書店，1959 年） 
4 『思想』1048 号（2011 年第 8 号） 
5 網野善彦『無縁・公界・楽』(平凡社，1978 年），阿部謹也『ハーメルンの笛吹き男』(平凡社，1974
年） 
6 「回顧と自問」（『安丸思想史への対論』，ぺりかん社，2010 年） 
7 『汚辱の近現代史』(徳間書房，1996 年) 
8 『99％のための経済学入門』(大月書店，2012 年） 
9 歴史学研究会編『歴史学のアクチュアリティ』（東京大学出版会，2013 年） 
10 『田中正造文集（二）』（岩波文庫，2005 年） 
11 「歴史学研究」625 号（1991 年 11 月） 
12 『思想』831 号(1993 年 9 月） 
13 落合延孝『幕末民衆の情報世界』(有志舎，2006 年） 




15 『歴史評論』630 号（2002 年 10 月） 
16 酒井紀美『中世のうわさ』（吉川弘文館，1997 年），山田邦明『戦国のコミュニケーション』（吉川
弘文館，2002 年）。 
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17 鈴木浩三『江戸の風評被害』(筑摩書房，2013 年） 
18 「上州の飛脚問屋について」（地方史研究協議会編『交流の地域史－群馬の山・川・道』，雄山社，
2005 年） 
19 『深読み浮世風呂』（小学館，2003 年） 
20 『近世日本の歴史意識と情報空間』（名著出版，2010 年） 
21 冨善一敏「民間文書管理の進展」(『享保改革と社会変容』，吉川弘文館，2003 年） 
22 『革命的群衆』（二宮宏之訳，創文社，1982 年） 
23 『酒呑童子異聞』（岩波書店，1992 年） 
24 『ええじゃないか』（愛知大学総合郷土研究所ブックレット，2001 年） 
25 『安政大地震と民衆』（三一書房，1983 年），『近世災害情報論』（塙書房，2003 年），『日本災害史』
（吉川弘文館，2006 年）など。 
26 「日本近世農民運動史から生活文化史研究へ」（『歴史評論』760 号，2013 年 8 月） 





30 「朝日新聞」2013 年 8 月 2 日付 
 
